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環境教育



環境問題への貢献は対極化しているのではないか

2課題解決に向かう当事者意識の根本姿勢は「環境教育」で培われる

Confidential information. Unauthorized use, reprinting, or reproduction is strictly prohibited. Satisfactory Group All Rights Reserved.

■ 認知と貢献の考察

⚫ 環境問題について、G7他国と比較して日本企業には意識が低いという調査結果がある。

⚫ 関連の深い「SDGs」に対する生活者認知は4割に迫り、行動変容は消費活動に現れる。

⚫ 認知度と貢献度は比例しない。組織の中でアクションを起こすにはハードルがある。

出典：ウォータースタンド株式会社, 2019年6月
「マイクロプラスチック問題に関する国際比較調査」

■ 意識調査結果

＜環境問題に関心がある＞

＜脱プラに会社で取り組んでいない＞

＜上：SDGs認知率／下：企業のSDGsの取り組みを知り行動した人＞

出典：企業広報戦略研究所, 2019年9月「2020年度 ESG/SDGsに関する意識調査」



身近の観測調査と、複数地域でリアルな情報交換

3全ての教育現場へ平等に知る機会が提供されていないのが現状
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■ GLOBE Program ―環境のための地球規模の学習及び観測プログラム

⚫ 全世界の個々人の環境に関する意識の啓発、地球に関する科学的理解の増進を目的に、学校を基礎とした国

際的な環境教育のプログラム。

⚫ 1994年にアメリカのゴア副大統領の提唱により事務局が作られ、123ヵ国が参加。（2020年7月時点）

⚫ 世界各国から観測データが集まり、リアルタイムな地球環境イメージが作られる。

■ The GLOBE Program Japan

出典：多摩市立連光寺小学校 中間・最終報告書を基に著者作成

■ 指定校：多摩市立連光寺小学校（東京都）

⚫ 文部科学省を中心とした指定事業として「環境のための

地球学習観測プログラムモデル校指定事業」を開始

⚫ 公募に参加申請し、採択されると指定校として参加可能

（第13期には国内の小中高等学校12校が参加）

⚫ 地球環境について複数分野を調査、結果報告を行う。

（大気調査/水調査/土壌調査/土地被覆/生物測定/生物季節）

⚫ 継続的な観測を通して、身近な自然環境の現状を知り、

自然環境について考える機会を持つことができる
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■ 教育の場を通してSDGｓを学ぶ

教育機関は環境教育の平等な機会創出へ

出典：東京都教育委員会

■就学前から環境について知る機会

⚫ 改訂された新学習指導要領には「持続可能な社会の創り手の育成」が明記され、小中高等学校で2020年度か

ら順次実施されている。

⚫ 学習指導要領とは、各学校が教育課程を編成する際の基準として文部科学省が定めるものであり、世界情勢

や社会の変化に応じて、およそ10年に一度改定される。

⚫ 環境教育を取り扱う教科は多岐に渡り、様々な面から学ぶ時間が設けられている。

■ 環境教育教材

⚫ 就学前から幼稚園教育要領や保育

所保育指針にも「環境教育」に関

して記載されている。

⚫ 実践は自治体や団体によって差が

ある。

知識に限らず「実体験」の教育に期待
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出典：国際連合広報センター ゴー・ゴールズ

参考：遊びを通してSDGsを学ぶ

ブリュッセルの国連地域広報センター（UNRIC）がElyxの創

作者ヤシン・アイトゥ・カシ（YAK）の協力を得て作成した

Go Goalsを国連広報センターが日本語化。

■ ゲームなど、遊びながらSDGｓについて知ることができるツールも増えてきている。

■ サティスファクトリーはこどもの環境教育からおとなのSDGs人材教育まで提供
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